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議案第１１２号 令和５年度大津市ガス事業会計の決算の認定について 

 

それでは、令和５年度大津市ガス事業会計の決算について、ご説明いた

します。 

令和５年度大津市公営企業会計決算書の１２１ページをお開き下さい。 

令和５年度大津市ガス事業報告書です。 

１概況、（１）総括事項ページ中ほどのア供給状況をご覧下さい。 

令和５年度の年間託送供給量は、１億２，６１３万５千㎥で、対前年

度、８６９万８千㎥の減となりました。 

受入ガス量は、１億２，１６１万８千㎥で、対前年度、８３４万６千㎥

の減となりました。 

次に、イ財政状況です。 

１２１ページ下段から１２２ページ上段にかけてご覧下さい。 

総収益３９億８，９０４万円に対し、総費用３７億２，１７７万円とな

り、差し引き、２億６，７２６万円の当年度純利益となりました。 

次に、資本的収支では、収入総額４億７，８５３万円に対し、支出総額

１４億７，０６２万円となり、差引不足額は、９億９，２０８万円となり

ました。 

この不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支



企業局 

 

-2- 

 

調整額８，２６７万円、建設改良積立金４億５，４２８万円、過年度分損

益勘定留保資金４億５，５１２万円で補てんしました。 

次に、ウ建設改良事業です。 

記載のとおり、ガス導管網の整備や宅地開発等による供給申請に伴う導

管整備などの整備事業、ガスの安定供給や保安確保を図るための導管整備

や年次計画に基づく経年管の布設替などを実施しました。 

続きまして、エ公営企業の経営の健全化についてです。 

財政健全化法（地方公共団体の財政の健全化に関する法律）に規定する

資金不足比率については、０％以下となり、資金不足は生じていません。 

（２）経営指標に関する事項については、経営の健全性を示す経常収支

比率は、健全経営の水準とされる１００％を上回っており、料金水準の妥

当性を示す料金回収率も、事業に必要な費用を料金で賄えている状況とさ

れる１００％を上回っています。 

一方で、法定耐用年数を経過した導管延長の割合を示す管路経年化率

は、前年度に比して悪化しましたが、更新した導管延長の割合を示す管路

更新率は、前年度に比して改善しました。 

続きまして、１２３ページをお願いいたします。 

（３）議会議決事項について、令和５年度において議会の議決を得た事

項は４議案で、記載のとおりです。 
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（４）行政官庁許認可申請事項、並びに、（５）料金その他の供給条件

の設定、変更に関する事項については、該当ありません。 

それでは、引き続き､令和５年度大津市ガス事業決算について、説明さ

せていただきます。 

決算書の１１０、１１１ページを、お開き下さい。 

令和５年度大津市ガス事業決算報告書です。 

金額につきましては、税込みで表示しております。 

まず、（１）収益的収入及び支出です。 

収入の第１款ガス事業収益ですが、当初予算額４３億６，４７５万円

に、補正予算額５，３８８万円を減額した、予算額合計４３億１，０８６

万円に対し、決算額は、４３億７，５７１万円で、執行率は１０１．５％

です。 

第１項ガス事業売上高の決算額は、３５億７，２０３万円で､主に、託

送供給収益です。 

第２項営業雑収益の決算額は、４億９，３０６万円で、主に、受注工事

収益です。 

第３項附帯事業収益の決算額は、１億７，７８４万円で、主に、ガス料

金収受等代行業務の受託事業収入です。 

第４項営業外収益の決算額は、１億３，２４３万円で、主に、ガスメー
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ターの取り外しや、受取利息、長期前受金戻入などです。 

第５項特別利益の決算額は、３３万円で、車両の売却に伴う固定資産売

却益を計上したものです。 

次に、支出、第１款ガス事業費用ですが、当初予算額４１億７９７万円

に、補正予算額２，６００万円を減額した、予算額合計４０億８，１９７

万円に対し、決算額は、４０億１，２８６万円で、執行率は９８．３％で

す。 

第１項営業費用の決算額は、３２億４，７９８万円で、主に、ガス事業

全般に要する費用です。 

第２項営業雑費用の決算額は、４億７，３７１万円で、主に、受注工事

費用です。 

第３項附帯事業費用の決算額は、１億６，５１０万円で、主に、ガス料

金収受等代行業務の受託事業実施に伴う人件費等の経費の支出です。 

第４項営業外費用の決算額は、１億２，５８６万円で、主に、不用品の

売却原価です。 

第５項特別損失の決算額は、１８万円で、導管の譲渡に伴う固定資産売

却損と土地の減損損失を計上したものです。 

第６項予備費の支出はありません。 

続きまして、１１２、１１３ページをお開き下さい。 
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（２）資本的収入及び支出です。 

同じく金額は、税込みで表示しております。 

収入の第１款資本的収入ですが、当初予算額４億２，４８８万円に、補

正予算額６８８万円を減額し、地方公営企業法第２６条の規定による繰越

額に係る財源充当額６，６９６万円を加えた、予算額合計４億８，４９６

万円に対し、決算額は、４億７，８５３万円で、執行率は９８．７％で

す。 

第１項工事負担金の決算額は、７，８４８万円で、内容は、他事業者か

らの依頼による導管布設等に伴う工事負担金です。 

第２項固定資産売却代金の決算額は、４万円で、内容は、車両の売却に

伴うものです。 

第３項投資の決算額は、４億円で、内容は、満期保有目的有価証券の元

本償還に伴うものです。 

次に、支出、第１款資本的支出ですが、当初予算額１６億４，６３４万

円に、補正予算額４，５２６万円を減額し、地方公営企業法第２６条の規

定による繰越額３億２，２１４万円を加えた、予算額合計 

１９億２，３２１万円に対し、決算額は、１４億７，０６１万円で、執行

率は７６．５％です。 

また、翌年度繰越額は、３億３，０２９万円となっております。 



企業局 

 

-6- 

 

第１項建設改良費の決算額は、１０億７，０６１万円、第２項投資の決

算額は、４億円で、満期保有目的有価証券の購入によるものです。 

１１４ページをお開き下さい。 

令和５年度大津市ガス事業損益計算書です。この損益計算書は、令和５

年度における事業の経営成績を明らかにするために、その期間中に得たす

べての収益と、これに対応するすべての費用を記載したもので、金額は、

税抜きです。 

１ガス事業売上高は、託送供給収益などで、合計３２億４，７４１万

円、２売上原価は、プロパンガスの製品仕入高で、５７万円、売上から原

価を差し引きました、売上総利益、いわゆる粗利益は、３２億４，６８４

万円となりました。 

３供給販売費及び４一般管理費の合計は、３１億１，２７９万円で、営

業利益は、１億３，４０４万円となりました。 

５営業雑収益は、受注工事収益などで、４億４，８２４万円、６営業雑

費用は、受注工事費用で、４億３，２４２万円となり、これと、営業利益

を差し引きした、営業総利益は、１億４，９８６万円となりました。 

７附帯事業収益は、ガス料金収受等代行業務の受託事業収入で、 

１億６，１８７万円、８附帯事業費用は、受託事業実施に係る経費で、 

１億５，４４２万円となり、これと、営業総利益を差し引きした、総営業



企業局 

 

-7- 

 

利益は、１億５，７３１万円となりました。 

９営業外収益は、受取利息、他会計負担金、長期前受金戻入などで、合

計、１億３，１２０万円、１０営業外費用は、不用品売却原価などで、

２，１３７万円となり、これと、総営業利益を差し引きした、経常利益

は、２億６，７１４万円となりました。 

１１特別利益は、車両の売却益を計上したもので、３０万円、１２特別

損失は、導管の譲渡に伴う売却損と土地の減損損失を計上したもので、 

１８万円となり、結果、当年度純利益及び当年度未処分利益剰余金は、 

２億６，７２６万円となりました。 

次の１１６、１１７ページをお開き下さい。 

令和５年度大津市ガス事業剰余金計算書です。金額は同じく、税抜きで

す。 

これは、資本金、資本剰余金、利益剰余金の変動を表すものです。 

上段左端から、資本金です。 

資本金は、前年度末残高２４９億２，７２３万円に対して、前年度処分

額２，６５４万円を加えた、処分後残高は、２４９億５，３７８万円とな

りました。 

当年度変動額は、４億５，４２８万円の増加となり、結果、当年度末残

高は、２５４億８０７万円となりました。 
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次に、受贈財産評価額である資本剰余金合計の前年度末残高１４万円に

対して、前年度処分額及び当年度変動額は、なく、当年度末残高は、同額

となりました。 

次に、その右側、利益剰余金です。 

利益剰余金のうち、未処分利益剰余金の前年度末残高４億８，０８３万

円につきましては、大津市水道事業、下水道事業及びガス事業の設置等に

関する条例第４条の５の規定により、繰延収益相当額である２，６５４万

円を自己資本金に組み入れ、残額の４億５，４２８万円は建設改良積立金

へ積み立てました。未処分利益剰余金の当年度変動額は、当年度純利益 

２億６，７２６万円となりました。 

結果、利益剰余金合計は、一番下の行、災害対策積立金３０億円、未処

分利益剰余金２億６，７２６万円を合わせ、３２億６，７２６万円とな

り、資本金と剰余金を合わせた資本合計の当年度末残高は、一番右の行の

最下段、２８６億７，５４７万円となりました。 

１１６ページ下をご覧下さい。 

令和５年度大津市ガス事業剰余金処分計算書です。金額は同じく、税抜

きです。 

まず、資本剰余金の処分については、なく、決算で生じました未処分利

益剰余金の処分につきましては、大津市水道事業、下水道事業及びガス事
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業の設置等に関する条例第４条の５の規定により、繰延収益相当額である

６，３２２万円を自己資本金に組み入れ、残額の２億４０３万円を、建設

改良積立金に積み立てるものです。 

結果、資本金残高は、２５４億７，１３０万円となり、資本剰余金残高

は、１４万円、繰越利益剰余金残高は、０円となります。 

１１８ページをご覧下さい。 

令和５年度大津市ガス事業貸借対照表です。 

貸借対照表は、事業の財政状態を明らかにするために、令和６年３月３

１日の時点において、保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に表示

したものです。 

最初に資産の部です。 

（１）有形固定資産は、供給設備や業務設備の土地、建物などで、合計

は、１１３億３，７２９万円、（２）無形固定資産は、ソフトウェアなど

で、合計は、６，３５４万円、（３）投資その他の資産の内、ア投資有価

証券７６億円は、満期保有目的有価証券、イその他投資４，７６０万円は

出資金で、合計で、７６億４，７６０万円となりました。 

以上、１固定資産合計は、１９０億４，８４４万円です。 

２流動資産は、現金・預金などで、合計は、１２６億３，４３４万円

で、資産合計は、３１６億８，２７８万円となりました。 
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続きまして、１１９ページをお願いいたします。負債の部です。 

３固定負債は、退職給付引当金で、６億５，８８０万円、４流動負債

は、未払金や預り金などで、合計は、２０億２，９７３万円、５繰延収益

は、長期前受金で、このうち、既に収益化したものを除いた額は、 

３億１，８７７万円となり、負債合計は、３０億７３０万円となりまし

た。 

続きまして、１２０ページをお願いいたします。資本の部です。 

６資本金は、２５４億８０７万円、７剰余金は、資本剰余金、利益剰余

金で、３２億６，７４０万円、資本金と剰余金を合わせた資本合計は、 

２８６億７，５４７万円で、負債資本合計は、３１６億８，２７８万円で

あり、資産合計と一致し、貸借均衡しております。 

続きまして少し飛びますが、１２６ページをお願いいたします。 

なお、１２４から１２５ページには、令和５年度に契約しました主な工

事を記載しております。説明は省略させていただきます。 

３業務、（１）業務量については、先ほど事業報告で説明したとおりで

す。 

（２）事業収入に関する事項のうち、ガス事業売上高は、 

３２億４，７４１万円で、対前年度９，７１２万円の減で、託送供給収益

が減少したことによるものです。 
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営業雑収益は、４億４，８２４万円で、対前年度３，３１０万円の増

で、受注工事収益の増加によるものです。 

附帯事業収益は、１億６，１８７万円で、対前年度４７６万円の増、営

業外収益は、１億３，１２０万円で、対前年度４，０２０万円の増、特別

利益は、３０万円で、車両の売却に伴う固定資産売却益を計上したもので

す。 

次に、（３）事業費に関する事項のうち、売上原価は、５７万円で、対

前年度１５万円の減、供給販売費は、２８億２，９８６万円で、対前年度

８，３３５万円の増、一般管理費は、２億８，２９３万円で、対前年度

１，０７８万円の増、営業雑費用は、４億３，２４２万円で、対前年度

２，７７１万円の増で、受注工事費用の増加によるものです。 

附帯事業費用は、１億５，４４２万円で、対前年度２４０万円の増、営

業外費用は、２，１３７万円で、対前年度１３３万円の増で、特別損失

は、１８万円となりました。 

１２７ページをお願いいたします。 

４会計ですが、（１）重要契約の要旨、並びに、（２）企業債及び一時借

入金の概況については、該当ありません。 

５その他です。 

（１）決算日後に生じた企業の状況に関する重要な事実は、該当ありま
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せん。 

（２）他会計負担金等の使途については、消費税の申告にあたり記載し

ているもので、説明は省略させていただきます。 

また、１２８ページにはキャッシュ・フロー計算書を、１２９ページか

ら１３０ページは、決算に関する注記事項を、１３１ページから１３４ペ

ージは、収益費用明細書を記載しております。 

説明につきましては、省略させていただきます。 

次に、１３６、１３７ページをお開き下さい。固定資産明細書です。 

（１）有形固定資産の年度当初現在高合計は、５１７億３，５５５万

円、当年度増加額は、１９億５，６５１万円、当年度減少額は、 

１１億５，６３７万円、年度末現在高は、５２５億３，５６９万円となり

ました。 

また、減価償却累計額の当年度増加額は、１０億１，８９８万円、当年

度減少額は、１億９３３万円、累計は、４１１億９，８４０万円、年度末

償却未済高は、１１３億３，７２９万円となりました。 

（２）無形固定資産の年度当初現在高合計は、７，９２１万円、当年度

増加額は、２，２９０万円、当年度減少額は、０円、当年度減価償却高

は、３，８５８万円、年度末現在高は、６，３５４万円となりました。 

（３）投資その他の資産の年度当初現在高合計は、７６億４，７６０万
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円、当年度増加額、４億円は、満期保有目的有価証券の購入によるもの

で、当年度減少額、４億円は、定時償還債から令和６年度に償還される分

を固定資産から流動資産に振り替えたもので、年度末現在高は、 

７６億４，７６０万円となりました。 

以上、令和５年度大津市ガス事業会計の決算についての説明とさせてい

ただきます。 


